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　炭田地域の核原料物質調査の…環として，常磐炭汗1に

おいて，とくに基盤岩層上頓直接のつている堆積岩癒主

対象にして，その放射能強度を昭和3§年2月鮭1から礁

日間にわたつて概査した（使用した測定器は獅撫礁鱗

ps一欝7）．

　調査の結果，譲ず放射能強度の異常と称し得るもの

（計数比3脚暮）が，白要紀の双葉層群の最下部に鷲箇所，

古第三紀の貰城爽炭麟基底部の耐火粘土層中鱒3箇所認

められた．ζれらの異常部分はいずれも局所的なもの

で，連続性を欠いているもののように思われるが，今

後，これ淑鷹ついて婁，らに精査する必要があ恐と考えら

れる．

薫，繕　　欝

　炭田地域の核原料物質調査の一環潔して，常磐炭田に

おける基盤岩類（変成岩類・花醐岩類等〉薫くの堆積

毒燃斜部

岩，すなわち石城來炭層（古第三紀〉および双葉層群

（．卜二部白薯紀〉の放射能強度を知騰ことを主1ヨ的とし

て，ほとんど炭田全域にわたつて概査した．
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　調査者・調査期間

　宮下美智央　昭和蕊年嚢薄釦導一蓼鱒瑚・ヨ（4ξ瀬）

　須舞貫瓢昭和鍼年3月驚1三1～3月瑚ヨ（擁満）

　本調査にあたつて御協力を賜つた大野1本炭砿K．K．福

、久茂・坂本公孝両氏，ならびに贔川臼煉瓦K鳶《．木戸鉱

揚の方々に厚く御礼申上げる．

鷺．麟　欝

本炭田の層序は第蓋表のとお！）である．

謹．蓋基盤端麟

変成岩類・火成岩類・古生層などからなるが，叢れら

の記述は引用文献め，のにゆずる．

慧．慧懲蒙叢

本系は陸域では双葉地区にのみ分布して双葉層群とよ

ばれ，そび）厚さは約46｛）鵬である．全体として，石英粒

の多い砂岩からなり，中部に青灰色の砂質泥艦と石英質

砂岩との互層を挾む．ときに炭質物を筋状に挾むことが

あるが，稼行可能な炭麟は介在しない．本層群の地質時

代はセノ轟アン世である，、

本層群は花繍岩類・鶏閃岩類・古生膚などを不整合1ζ

覆い，第三系によつて不整合韓覆われてい誉．なお，本

層群は南下して湯本東方の古第三系下にも伏在してい

る。

慧，雛第羅叢

第蓋表に示したように，白水・湯長谷・白土・高久お

よび多賀の葺層群に分けられる。

鼠甑蓋窃水鰯群

本層群は大部分炭田爾縁の基盤岩麟、ヒにのつている

が，双葉地区では白墾系と不整合関係にある．湯長谷層

群によつて不整合に覆われているが，多賀地鷹の磯原以

南と双葉地区富岡以北とでは，多賀層群によつて直接不

整合に覆われている．

本層群はその厚さ蓉○○撚以上で，典型的な海進相を示

す．その地質時代は從来漸新世とみなされているが，最

近発見された石城爽炭層申の哺乳動物化苓誉）によつて，

少なくともその下部は始新世を指示することがわかつ

第i表　常磐炭田麟簾表逸）
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た．

　本層群は下位から貰城來炭層・浅織屡およぴ白坂麟に

分けられる．

　石城爽炭1齢厚さ黛船一鋤騰で，砂岩に富む礫岩・

砂岩・頁岩の互層で，最下部に耐火粘土騰を伴ない，下

部鯉中部に稼行炭麟を玉一雲枚挾有している．難椥§小

輪廻麟に分け熱れる．

　浅則齢厚さ瓢○一鶯○撒で，比較的均質な細粒砂岩

（上部は瀬泥質）からなi3，特有な化蕎群集（浅貝化貰

動物群）と小型有孔虫群集とを包蔵し、ている．

　白坂層＝厚さ憩○一％○驚の主として塊状の泥岩から

なる海成層で，比較的化石に乏しい．

　慧懲．隷　湯長谷層群

　本層群は白水層群を不整含に覆い，白土層群綜よつて

不整合（一・部整合）に覆われているが，多賀地区の勿来

以南と双葉地区の広野以北とでは，多賀麟群によつて慮

接不整合に覆われている・なお，炭田の申央部では，薩

接基盤岩層を不整合紅被覆している箇所がある．

　本層群は基底礫岩と凝灰岩とを伴ない，滝爽炭層を最

下部とする海進層の上部に火山砕暦岩に富む海退屡が加

わつて，ほぽ完全な黛堆積輪廻を示している．

　本層群の厚さは双葉地区では300－70顛簗，常磐市付近

で約麟○驚，、焦遠野区域で約3難欝，多賀地区ではおよ

そ訪Φ驚であ導．

　本層群は下位から滝爽炭屡・竃安層・水野谷麟・亀ノ

尾壕・平膚の菖累屡に分けられる．

　滝爽炭層1翼城爽炭層に次いで経済的に重要な地麟

で，主として上遠野区域，多賀地区の磯原付近および双

葉地区に分布するが，石城郡瞬ツ倉町の紫竹にも小範囲

に分布している，

　本層の基底部には普通礫岩を伴ない，主部はおもに砂

岩と泥岩からな鎗，流紋欝質凝灰岩と炭層を擁有してい

る．泥岩中には海棲簾化石を含み，上部の砂岩申には数

枚の褐炭層を挾有している．

　蕊安層翼礫岩揖沙岩とからおもになつているが，一部

に濃泥質の部分がある．雲母を多量に含み，一般に帯書

暗灰色を呈する．礫岩の礫は花闘閃緑岩・閃緑岩・片岩

類・珪岩・粘板岩・流紋器および臼坂層の泥岩などから

なつてい番．こ二れらのうち，流紋岩礫は滝來炭層には知

られていない．

　本層は上位の水野谷層と下位の滝爽炭層とはいずれも

漸移関係にあ捺が，滝爽炭層が発達していない所では，

白坂層の上に直接のつている．

　水野谷層1厚さ難○磁⑳灘で，泥岩層（下部）と砂岩

層（上部）からなつている．泥岩が細片に砕ける点は臼

坂櫻に類似しているが，後者よりもやわらかで，微細な

雲母片を含むことが多い．

　亀ノ尾層言厚さ約憩○撚で，主として珪質の頁岩から

な夢，砂趨や凝灰岩の薄屡をかな！）多く嫉有し，その屡

理は熱わめて明瞭である。本麟は員化石を多産し，深海

性姻）泥帯堆積棉とみなされている．水野谷麟と平層とは

いずれも漸移関係頓ある．

　斗／，魏下位か郷上矢田砂岩麟・本谷泥岩屡および三沢

砂麟腰の3部層に分けら叡、，海退相を示している，石森

山凝灰角礫岩層は上矢繊砂岩層烈司じ層準にあるものと

みなされている．

　黛謬擁　白土層群

　本層群は炭田の中央部に大きく2帯の分布を承してい

る．その厚さは平均して約70撒で，おもに凝灰質の砂

岩・泥岩および凝灰岩からな整，下部に礫岩層と凝灰角

礫岩層を挾む．全麟を通じて火山砕贋物に窟み，鍛下部

の安山岩質の部分を除いてほとんど石英安寅岩ないし流

紋岩である．本膚群は湯長谷層群を局部的不整含に覆い，

上位の高久層群とは軽微な平行不整合の関係にあ！穿，湯

長谷麟群に較ぺて小規模かつ不明瞭ではあるが，ほぽ完

全な三堆積輪廻を示している．

　鼠1峯譲　高久腰群

　本騒群は常磐市び）東部と上遠野区域とに限めれて分布

し，てい凸．その摩蔭は常磐1；1二ぎ付近で約2鴇騰，上遠野区

城では約欝○驚で，礫質砂岩から細粒砂岩を経て凝灰質

の灘泥岩に璽る還堆積輪廻を形成してい峯。

　灘麟蔭　多賀層群

　本層群は主として双葉・多賀両地区，石城北部地区の

牝部と南部とに分布している。，その厚さは多賀地区で

欝○脚鵡○滋，双葉地区では難○○罵を超え，主として凝灰

質の泥岩ないし溝泥岩からな勢，その最下部には砂岩が

発達レ，ときに基底礫岩層を伴なうことがある．

　本囎群は炭繊の中央部から南進あるいは北進するにレ

たがつて，白土腰群から下位の地層を順次不整合に覆

い，多賀地区の櫛形付近や双葉地区の富岡西方では，薦

水層群を直接被覆丸、ている．なお，本層群は蔦久麟群堆

積後のかな勢規模の大懸い断層を被覆している．本層群

からは海棲，燧北石および有孔虫化石が多産する．

羅．地鷺構造

　高久層群およびそれよ！3下位の第蕊系は北から双葉・

ニツ箭・湯ノ嶽お．歎び縫順の漿大断層群によつて興地塊

に分断毒れている．燃れ夢の各地塊は附斌隈山地融隆起

に伴なつて，…般に酋部ほど東方へ，東部ぽど北方へ傾

動している．さらに，断麟運動によると思われる曲窪運

騨一一（灘難〉
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動を伴なつて，各地塊ごとに顛翼部グ）傾斜が藩沿以下で，

東部のそれが2G～30〕，ときに7びにも遠する盆状構造

を形成している．双葉層群は強度の鴛曲構造（双葉鶴曲

帯）を伴ない，四側が衛ヒレた走向N欝囎の逆断層群

であるが，そグ）他の断層はいずれも走晦載一WないレN

W一＄鷺の駕断層で，北側が約憩○鶯落下している平潟

断屡以外は，南側ないし南西側が落下し，その最大垂疸

落差はおよそ導○Omに達する．

　多賀磨群はすでに欝及したよ磐慧， L記の主要断轡を

被覆している揚合が多く，金体として集ナグヘゆるく傾斜

しているが，地塊運動の影響はあ劇）こおむつていない．

塩・放射能強腰の測定結巣

　本調査に使用した測定器は翌擁繍鑓轄o重臓亙）S詑77である．

肖然計数は岩着からの放射能の影響が最も少ないと思わ

れる箇所，すなわち北力き双葉郡楢葉町，同郡久ノ浜町

地内，常磐帯湯本，勿来市植濁，高萩市街地において，

毎朝8柵91欝轍渤」定した数値の平均値である．測定は岩

・轍鷺

欝疑
　妻盤盤麹

簿ド

　　　　　　　　　　　　　　　　　蓬馨慰

　　　　　　　　聴魂講

　　　箋　　藪〆

　簗窯擁

蹴蟄

鷲置

．、華

監㌔譲箏ヤ

常懸毅驚鐙鑛図お．妓綴轍能強慶分講麟

ぐ趣澱麟激須舜・松井・蕪藤費雛〉常磐夢廷

繕塾鷺鰹艮蹴よる）
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第2裏 ニツ箭断轡以北の層溺単均計数鷺 第銭表　　湯の欝断麟以薦の地麟甥平均計数比

地　屡　・名

多賀鱈群
亀ノ罵麟
水野谷腰
五　安　腰
灘紋岩質凝灰岩
ぐ滝爽炭薦）

礫　　　饗
（滝爽炭麟〉

麟　坂　麟
浅　獄　麟
石城獲炭層

双葉麟群
緑撫千枚欝
角　鱒　轡
驚　燃　嚢
花醐岡隷趨

測定露頭数i

蔦

鷺

鷹

縁

蕪

慧

嚢

誕

欝

欝雲

1翫

1雛

30

葱

地　麟　名
蓋．3蕪

竃．燃

叢．4纏

葱．器

2．憩

工．感7

烹．騒

薫．灘

黛．鈴

瀦．欝

3、窯暮

葱．爆

三．鷺

薫．認

多賀趨群
講鶏土凝灰岩部麟

吉野谷礫庸砂嶽部屡

上矢顛砂燦部履

亀ノ　、聡鱒

水野谷履
五　安　麟

溝爽炭層
鐵　鞭　麟
浅　鼠　麟
石誠爽炭麟
角　肉　岩

震母片嶽
角瞬片麻岩
花　闘　轡

　　　き齪露頭数i単均麟職
鱒

燃

喋

工

暮

蕊

怠7

愚○

鴛

蕪

蕊欝

灘

馨

蕊

鴛

蕊．雛

豊．○繋

工。磐

○．欝

三．絡

蓋．講

葱．灘

工．馨

ヱ．騒

風．繊

ヱ．雛

嚢．紛

○，磁

○．総

窯．○鐸

第3騰 ニツ箭断麟と撚井断麟の間の

地鱒劉平均計数比 第慕表　　ξ，轄磐旗田全域瓢おける地層燐平均計数捻

地　腰 　き名　　i測定露頭数

水野谷麟
五　安　唇
海　鍍　轡
浅　疑　／醒

石城爽炭層
花　醐　磨

第螺表

3
欝

欝

銀

溌

欝

纏　麟　鶉 i灘定露頭数

薫，葬

蓋．醸

蓋．㌶

薫．娼

激，雛

2．灘

泳井断ノ欝と湯の騰駈屠の闘姻）

地麟瀦平均計数篤

地　麟 合

水野魯麟
烈　安　層
石城爽炭麟
角　灘　岩

雲母片轡
蕉　醐　轡

1測定露頭数
∫

濤

難

灘

濤

簿

瓢

き

ド陶計数比

窯．難0

2．熱

烹．縫

工．瀞

工．驚

窯．譲（｝

多駕層群
南鑓土凝灰轡部麟

亀ノ購麟
水響谷麟
鷲　安　層
　　鵬乱
総1　坂　麟

浅　貝　層
石城爽炭麟

双葉麟群
角　灘　際
糠　縄　繕

鵜

膿

欝

捻

礁

欝

雛

盤

羅鰐

爆3

磁

＆茎

平均計数紘

濁測窯羅頭数が齢糞熱礪鰍〆ないも瞬叢除磐

第7表

窯．灘

業．鐙

蓋．ひ蔭

薫．灘

三．総

工．灘

工．糠

窯．灘

薫．騒

慧．欝

薫．1矯

2．○縷

常磐炭田金域瓢おける地層群辮

平均謙数篤

石露頭の新鮮な醐に測定器び）最も感度の高い部分を密着

させて行なつた．その測定結果は第窯酬7表に示すとお

夢である．

上表で明らかなように，常磐炭田全域を通じて，堆積

岩では双葉麟群が最も高い値を示し，石械爽炭麟・五安

層・水野谷層・浅貝層・滝來炭層の順でこれに次いでい

恐．

地　繕　名

多賀欝群
白土層群
湯畏谷轡群

騰水麟群
双藥層群
先灘蕪系

濁鱗濤麟墜照

．」、、型蟹墜．1．璽均誇徽，．

40

麹

嵐嚇

慕η

葱灘

懲難

i．鍵
三．○嚢

烹．鎌

黛．総

薫．欝

工．嚥

紛…醸7＞



纏質謂査済遡報ぐ第亙6巻第§響）

　角閃岩・雲母1ヤ岩・角閏片麻岩え費どの変成岩類は一般

に低い櫨を示し，とくに、t遠野付近の変成岩類鋭）値が最

も低い．例外として，繭ツ倉町紫竹付近の緑色千枚岩に

はやや高い値を示すものがi箇所あつたが，きわめて局

所的なものである．

　双葉層群は上述したように炭繊全域を通窺て最も高い

値を示している．すなわち，南沢付近拶）石英粒に欝む粗

粒砂岩と泥岩との不規則な互層が3謹5儒を示し，久ノ浜

町北薦の新屋敷一…笠松問では13一紹音を示す箇所が多

い．！箇断§。＄倍を示す所があつたが，その岩質は炭質

物を細粒状にきわめて多量に含有する細粒砂鱗である．

これらはいずれも講層群び沖一．L部に属する。．．k述の高

い値を単す箇所も，これを水平・叢痘両方向に追跡する

と，わずか1鵜たらずで低い値を示し，きわめて燭所的

なものである．なお，基盤ダ）花崩岩に近い都分（イ沙岩）

では計数比が2程度で，予想に及ヌぜ、て低い簸を示してい

る、

　調査の当初から期待審れた苓城爽炭層基底部騨1）耐火粘

ご／二二層については，晶川臼煉蔦K。Kの双葉郡檎葉晦上小

塙西方約！k瓢にあるオく戸鉱場誇坑内で最高値2藩8，平

市街地の北西約繕蝋（大倉付近）に凄）る磐城シャ曇ヅ

トK　Kの第工坑坑内で最高値3憾6を示す．また露頭

では多賀地区の、1二署岡で最高値L総を示す箇所がある

が，これらはいず離・も局所的で連続性を欠いている．

　苓城爽炭層中グ）羨層については，大舞本炭砿K．K．勿

来砿業所の坑内で1，90，平北西の赤井炭砿でi．お（）を示

し，多くの露頭部における測定値も最高2・43にすぎな

い．ただ，久ノ浜北西の新屋敷付近ぴ）露頭！箇所で3。｛3（）

を示すものがあるが，やは鯵遵続性を欠いている。

　なお、同終炭鷹沖で高い饒を示すものは，石城郡小川

町の鳥崎付近における石英粒および角閃署粒に富む粗粒

砂岩中の礫岩グ）小レンズ（3m×2撒）で，3脚荘の計

数比を示す、崖た，同町片署田付近の墜硬な花醐岩質砂

岩も3柵鐘の計数比を孝すが，いずれも連続性に乏し

い，⊃

　以、ヒのほか，高萩市大能宇下大能における花闘騰中の

ペゲ㌣タィト岩脈紅は計数比6．娼，u3（㌔¢）含有量G．（）95

駕，丁絃ゐ○ほ2％を示すものがある．

碁、　結　　語

　常磐炭田における堆積岩の放射能強度は白墾紀の双葉

層群が最も大きい櫨を示し，石城爽炭層がこれに次いで

いる．・一般轍 L位の地層ほど低い値を示す．

　変成岩類は最も低い櫨1を示し，その付近に分布する花

崩岩や堆積岩の放射能強度も，他所のものよ夢も一般に

弱い．

　炭層そのものよ謬も，炭質物を粒状にしかも多量に含

有する砂繕が高い値を攣すもののようで，注意する必要

がある．

　今後，石城爽炭層基底部の粘土岩をその採掘坑内で精

査するとともに，双葉層群についてさらに詳細に調査す

猫必要があると考えられる．。
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